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天命平安（ヨハネ16：32-33）
どんなことがあっても、信徒は必ず勝利するように神に召されているものです。目の前に試練があり、自分の弱さや限界を見るときがあります。あるいは、自分ではなく他のクリスチャンにそのような面を見るときもあるでしょう。しかし、それは、私たちが失望したりつまずくような内容ではなく、むしろ、主の御名をほめたたえ、だから、キリストが偉大なる御名であることを改めて賛美をする機会になるものではないでしょうか。そのクリスチャンの本当の意味での勝利を具体的に見るためのスタートというのは、天命を発見するときです。天命を発見するというのは、どういうことなのかと言いますと、神様から私たちに与えられたいのちの福音、イエスがキリストだということを悟ることです。その信仰告白に立ち、まことの福音が何かわかったときに、その福音の中でキリストの中にあって、本当の自分を発見することです。自分は、条件、状況、環境などと関係なく、幸いな者であり、幸せな人間だということに気づくことです。そのときに、今まで見ていたこの世ではなくて、本当の世の姿が見えてくるようになります。この世は不幸なのだなと。頑張っても発展しても政治家が変わっても、世の中に希望はない。この世はみなまぼろしを追っかけているのですが、不幸に陥っているのだな。自分では出られない不幸の運命に捕らわれているのだなということが見えてくるようになります。そのときに人生の本当の意味での結論が見えてきて、その結論を出すようになります。なるほど、だから、この世に必要なのはキリストであり、福音宣教なのだな。福音宣教こそが、この世の希望であり、歴史のテーマなのだなと。それでついに違うのかと気づきます。自分は同じ仕事の現場に行って、同じ学校に通い、同じ町に住んで、ときには同じ屋根の下で暮らしているのですが違うのだなと。生きる理由が違う存在なのだな。一番尊い価値ある人生というのは、福音宣教のために生きるものなのだね。同じ受験をして、就活をして就職をするとなっても、そこら中の他の人と自分は違う。他の人は生計を立てるために、また成功を目指して頑張って受験したり、就職をするかもしれません。しかし、自分は、福音宣教のために。違います。これが天命です。聖書は、そのような天命を大前提として読まなければいけません。特に、イエス様がもうすぐ十字架にかかって、約束をすべて全うされてよみがえられ天に昇られるようになります。そして、その最後の場面で、弟子たちをこの世に残されるようになります。そのときに今、弟子たちにおっしゃっていることです。世に残すというのは、単に置いて行かれるということではなくて、この天命のために世に遣わされるわけです。弟子たちは、自分たちがそのような立場で人間なのかどうかもまったくわかっていない状態なのですが、イエス様は、彼らを、この世を助けるための唯一の希望、天命のために召して、その天命のために世に遣わされる予定です。そこで、おっしゃったことです。あなたがたは、実は、天命のために召されたものであり、天命のために、福音宣教のために生きる者なのだ。だから、ということでいろいろなことをおっしゃったのです。

特に、今日は、天命の人生を歩む特権が与えられているし、そのすばらしい尊い人生に間違いないのですが、その天命の道は平たんではないということをおっしゃいました。その天命の人生を歩いて行くときに、この世から冷たい風に当たるようになる。そのことをまず前もってわかって、覚悟の上で、しかし、ぶれることなく、揺れることなく突き進んで行ってもらいたいという話です。私たちが同じ人間の顔をして、同じ職場で、同じ学校で、同じ町に住んではいるのですが、実は、私たちは天命のために生きる者です。そして、この世は、天命の人生を歩く私たちに対して、大義名分を取り上げて、私たちを非難するようになります。今日の聖書を見ていても、イエス様がこのようにおっしゃっています。今日、読んではいませんが、16章の前半を見ますと、あなたがたは、この世にあって、患難に遭うようになる、迫害されるようになるでしょう。この世があなたがたを憎むようになるのだ。特に、これが神様をしっかり正しく信じることなのだというような名分を取り上げて、あなたがたを攻撃してくるだろうということをおっしゃいました。実際、ユダヤの人々は、そのようにしてクリスチャンの教会を迫害していました。天命を歩く、天命のために人生を生きる者に対して、聖書を取り上げて、神様を信じる信仰だという大義名分をもって、彼らはだめなのだと攻撃をしてきます。それが大義名分です。ものすごくややこしいことになります。聖書に書いてある通りにと、聖書を正しく理解していないのに。クリスチャンは聖書をダメにするものだ。クリスチャンは、今まで私たちが神様をしっかりと信じて仕えていたのに、それを乱すものだと攻撃をするようになります。いまも同じです。同じキリスト教会であり、また、聖書を信じると言っているところで、キリストしか希望はない、Only Jesusと言っている人に対して、聖書には、そのこと以外にもいろいろなことが書いてあると言います。彼らのやっていること、彼らの理論は、聖書に反する内容なのだということで、神様を信じる信仰を取り乱してしまうグループ、団体なのだということで、冷たい風を浴びるようになるのです。ときには、今までの既存の秩序というものがあります。そういう秩序にあわない、その秩序を乱してしまうということで、彼らは、クリスチャンの群れはだめだ、「イエス、イエス」と叫んでいる人々はだめだ、そのまま放っておいてはいけないと言います。あるいは、皆が、全体が、一緒に一つになっていくべきなのに、それに汚点になるものではないのか。全体が一緒に協調して力を合わせて歩いて行くべきなのに、クリスチャンは、それに当てはまらない存在、グループだ。だから、放っておいてはいけない。だから、だめだと言います。特に、日本の場合は、和の思想にクリスチャンの理論は絶対にあわないので、今まで既存の、和の思想という秩序があるのに、それを乱す宗教、グループだということで、だめだと言うようになります。ときには、今までずっと当たり前に大事に守ってきた伝統というものがあるのですが、その伝統に背くような動き、理論なのでだめだと言います。一番厄介なのは、人間を高く褒めて、ヒューマニズムを取り上げて、人間の尊厳を唱えるようになります。それに対して、キリスト教のお話は、正反対の主張なのでだめだ、そういう大義名分を取り上げます。人間の尊厳を害する宗教だと。世の中で今まで当たり前に主張して、全人類がそこに同感している内容、人間の尊厳に対して、すべての人は、罪を犯したのでと言うところなので、それに相反するところなので、キリスト教はいらない、だめだという冷たい風に当たるようになります。

そして、そういう大義名分の下で、いよいよ動くようになり、措置をとるようになります。その第一が何かというと、烙印を押してしまいます。だから、異端だと言う烙印、ときには、社会の悪であり、社会の癌のような存在だ、実際に、中国などでは、キリスト教は、この国のアヘンのような、麻薬のような存在だと言います。今まで歴史をとおして、さんざんとそのような悪口を浴びてきた歴史があります。いまも変わることがありません。そして、烙印を押して、それからは、具体的にダメージを与えます。危害を加えるようになるのです。それで、その教会に行くこと、あるいは、その集会そのものを禁じるようになるし、結局は、分解させることによって、もう存在そのものを消してしまおうという動きに、具体的に出るようになります。それから、キリスト教を信じるという一つの理由で、あらゆるものが全部奪われるようになります。社会的な地位も、家族関係においても、最悪な場合は、いのちも奪われることになります。何もかも奪い取っていくようになり、動きが取れないように、集まることができないように、布教活動ができないように、逮捕して監禁してしまうことに走るようになります。これがこの世のスタンスです。いつもそうするわけではありませんが、このような天命の道を本当に歩もうとすれば、必ず冷たい風に当たるようになるということを、イエス様は、今日の聖書をとおして、おっしゃっているのです。これはこの世がやっているかのように思われるでしょうけれども、実は、その裏で悪魔が糸を引いて、結局は、悪魔のしわざなのです。悪魔にとって、天命の道を歩むということは、最高のダメージですから、あらゆる手段をとおして、これを止めようと暴れるようになり、その結果、私たちは、この世から憎まれ、冷たい風に当たるようになります。ですから、クリスチャンの本当の勝利のスタートは、天命を発見して、「ああ、私の生きる理由は、違うのだな」と、天命のために残りの生涯、私の持っているすべてをささげて、人生を歩いて行こうと覚悟を決めて、決心することが神様の恵みであり、それ自体がもう答えですが、そのときに、前もってわかって覚悟しなければなりません。予想しなさい。このように平坦な道ではなくて、この世から憎まれる道をあなたがたは選んだわけなので。広い道は、多くの人が好んで、皆そこに入っていきます。しかし、狭い道は、皆が嫌がる。あなたがたは、そういうことに惑わされずに、狭い道を選んで、狭い道を歩いて行きなさい。その狭い道は、なぜ狭い道なのか。誰にも理解してもらえないどころか、この世から憎まれる道だから。しかし、それが天命の道なのです。真理は、一つしかないので。キリストの他には希望はないのですから。人間的にうまくいくのか、そうでないのか、偉いのか、そうでないのかなどは、二の次のお話です。イエス様をキリストとして信じるか信じないかが最高の基準であり、課題です。ですから、天命の道を歩くときに、この世から憎まれ、様々な冷たい風に当たるようになりますけれど、前もって予想して、それが当然なことだと覚悟を決めて、そのことを神様は、もうすでにご存知であるということも忘れはいけません。そして、その冷たい風に当たるというのは、神様が許されたので起きることであるということも忘れてはいけませんと、イエス様は、おっしゃっています。皆さん、イエス様を信じると、金持ちになる。イエス様を信じると、病気が治る。確かに結果としてあることであり、神様は、イエスがキリストであるということを証明されるために、あらゆるしるしと奇跡を現す方です。しかし、それがご利益的なイメージになりイエス様を信じると、クリスチャンになれば何もかもがうまくいくようになる、いいことがいっぱいあるということでは、天命の道を歩くことは無理です。むしろ、この世から憎まれる狭い道を皆さんは選んだということを覚えていてください。あまり甘い考えは望ましく、ふさわしくありません。しかし、私たちが選んだのではなくて、その道しかいのちの道はないので、希望の道はその道しかないので、神様が私たちを愛して、私たちを選んでその道を歩かせていらっしゃるということを、いつも覚えていてください。天命の道は平坦ではない。しかし、そこで揺れたり、つまずいたりする理由もないし、そうしてはいけません。なぜかと言いますと、この世の冷たい風に当たる、この世から憎まれるようなことをすべてご存知の神様が、天命の道を歩む私たちに、もうひとりの助け主、聖霊様を遣わされ、その聖霊が内住して、聖霊がいつまでもともにおられて導かれるようにされましたので、心配には及ばないわけです。何も私たちが心配するような問題ではないのです。覚悟を決めていくべきですが、だからといって恐れてはいけないし、平安を奪われてはいけません。誇りを持って、プライドを持って、感謝とともに、辛いことがある時でも、憎まれることがあっても、ときには奪われることがあっても、群れ衣を着せられることがあっても、誤解されることがあっても、天命の道を貫いて、突き進んで行かないといけないわけです。なぜでしょうか。もうひとりの助け主聖霊様が私たちを導いていらっしゃいます。この天命の道を平安の中で何がっても突き通して全うできるように、イエス・キリストが十字架ですべてを完了なさり、死の力を打ち破って、死者の中からよみがえられて天に昇られました。それでこの天命の道を、迫害、患難があるのにもかかわらず、最後の最後までまっとうできるために聖霊をひとりひとりのクリスチャンに遣わして、いつまでも離れることなくともにおられるようにされたのです。だから、心配に及ばないということです。

もうひとりの助け主聖霊様が遣わされると、どういうことが起きるのかと言いますと、天命の道を歩く私たちに、明確にすべてを明らかに示されるようになります。8-9節を見ると、こういうことが書いてあります。「その方が来ると、罪について、義について、さばきについて、世にその誤りを認めさせます。罪についてというのは、彼らがわたしを信じないからです」。8節を見ると、なるほど、なにが罪なのかということを、聖霊が来られるとそれが明らかに示されるようになります。イエス様を信じないことが罪です。彼らが私たちを憎んでいるのは、いまだ罪の中にいるからなのです。そういうことを聖霊様が来られたときに明らかに示して、はっきりわかるようにします。11節を見ると、「さばきについてとは、この世を支配する者がさばかれたからです」とあります。聖霊が来られたときにわかるようになるのです。なるほど、どんなに暴れていても、これがすべてサタンのしわざであり、世の冷たい風をもって私たちをダメにしようとしているのですが、そのサタンがもうすでにさばかれているのだな。もうサタンが、すでに負けているのだなということが、聖霊が来られたときにわかるようになります。だから、どんなことがあってもそれに揺れないで平安を保つことができるようになります。イエス様は、あなたがたは平坦ではない、患難の道をこれから歩むようになります。この世から憎まれる道を歩むことになるのですが、心配しないでいい。私がもうひとりの聖霊をあなたがたに送るから、そこにすべての答えがあるということを覚えてください。16節、「しばらくするとあなたがたは、もはやわたしを見なくなります。しかし、またしばらくするとわたしを見ます」とあります。どういう話なのでしょうか。イエス様が離れると思っていたのに、聖霊が来られると、聖霊をとおしてキリストがともに私といらっしゃるということがわかるようになり、そして、本当にイエス様がキリストだったのだということが明確に示されるようになります。これが、聖霊が来られたときに起きることです。そして、聖霊が来られると、こういうことが明らかにされて、まことの喜びをクリスチャンひとりひとりに与えられます。冷たい風に当たって、この世から憎まれているのにもかかわらず、それでは奪われることのできないまことの喜びが聖霊によって与えられます。20節です。まことに、まことに、あなたがたに告げます。あなたがたは泣き、嘆き悲しむが、世は喜ぶのです。あなたがたは悲しむが、しかし、あなたがたの悲しみは喜びに変わります」。イエス・キリストが十字架にかかったときに、みな悲しんで、この世が喜んで勝利したと勘違いしていたのですが、聖霊が来られたとき、全部ひっくり返されて、「違う、十字架は本当は勝利だったのだね」と、十字架の本当の勝利が明らかにされて、逆に、今まで悲しみだったものが、喜びに変わり、22節、そのイエス・キリストがよみがえられて復活なさった。その復活の意味が、明らかにされて、本当の勝利が自分のものだと明らかにされます。聖霊が臨まれることによって、十字架の意味と復活の意味が明らかに示され、それが喜びになるのです。そして、そのイエス・キリスト私ひとりひとりがどれほど幸いな者なのかというと、23-26節を見ると、今までわたしの名によって祈ったことがない。なぜなら、彼らは、イエスがキリストだということが、まだあいまいないのです。しかし、聖霊が来られると、イエスが自分のキリストだということが明確に示されるので、神様との間において、何でもイエス様の御名で祈ると祈りが答えられる関係であることが明らかに示されます。ですから、祈りの祝福がなにかわかるようになります。イエスがキリストだということが明確にされるから、私たちは神の子どもであり、神様とひとつになっているので、祈りが通じるというのは当たり前なのです。その祈りの喜びというのが、聖霊が来られたときにわかるようになります。27節には、神が、あなたがたを愛していらっしゃったのでこうなった。つまり、自分が、神様に愛されているもの、神の愛が自分に注がれたということが、聖霊がイエス様の十字架以降、遣わされたときに明確に明らかにされて、それが喜びになるのです。だから、どんなに迫害があって、どんなに冷たい風があっても大丈夫なのです。そして、この聖霊が来られると、まことの喜びだけではなくて、本当の意味で力を与えられるようになります。32節を見ると、イエス様がこうおっしゃっています。あなたがたがわたしについて来ると言っているのだが、もうその時期が来ている。あなたがたは、私から離れて、全員逃げていく。わたし一人だけを残して。つまり、どれほど弱い人間なのかというと、イエス様が逮捕されると、イエス様を捨てて、皆逃げてしまうのです。こんな逃亡者のような弱いあなたがたが、聖霊が来られると、いのちをかけてイエスの証人となるようになるので、これも心配に及ばないという話なのです。今現在、あなたがたは、こんなに弱い者です。実感がないでしょうけれども、少し経ちますと、あなたがたは、それを体験するようになります。イエス様が逮捕されて、皆が逃げてしまうのです。それほど弱いものだったのです。しかし、聖霊が臨まれるとき、あなたがたは変わる。そして、聖霊が臨まれたときに、使徒1：7にあるように、条件、環境、状況など一切関係なく、それは、あなたがたは、知らなくてもよい。それに全く捕らわれない、そういう力が与えられます。聖霊が来られると、因果応報をはるかに超えて、条件、環境、状況がまったく不可能な、すべて不利なものなのに、神の契約が全うできる力が与えられます。使徒1：8に書いてあるように、聖霊が臨まれると、あなたがたは、力を受けます。エルサレムから、地の果てにまで、わたしの証人となります。この助け主聖霊があなたがたに送られるようになるので、冷たい風に当たって平坦ではない患難の道を歩くようになり、この世から否定され、拒否されることがあるにしても、心配しないように。天命は必ず全うできるようになります。理由はひとつしかありません。イエスがキリストなので。イエスが十字架ですべてを完了して、死の力を打ち破ってよみがえられて、天に昇られて万軍の主となれました。だから、イエス様は、聖霊を注ぐことができる唯一の方なのです。その聖霊が注がれることによって、聖霊がともにおられることによって、聖霊のみわざによって、私たちが心配するような、恐れるようなすべてが問題にならなくなります。これが秘密です。いまイエス様が、弟子たちにこのお話をしていらっしゃるのは、いまは理解できないけれども、あとで本当に聖霊が臨まれて迫害にあったときに思い出して、そこで揺れることなく「ああ、そういうことだったのか」と思い出してもらうために、前もって話しているのだと、イエス様が今おっしゃっているのです。つまり、天命の道は平坦ではありません。何か甘いこと、ご利益的なことを考えて、そういうイメージを持っていてはいけません。むしろ、この世から憎まれる、拒否される人生を、私たちは選びました。しかし、その天命の道こそが、唯一正しいいのちの道ですので、狭い道ではありますが、その道を突き通して、貫いて歩いて行かなければいけません。感謝なことに、そういうことができるように、迫害があるのにもかかわらず、患難と試練に会うのにもかかわらず、負けずに勝利できるための、もうひとりの助け主聖霊を送ってくださるようになります。もうすでに私たちはイエス・キリストを信じて、その助け主聖霊様が、内側にともにおられる、神の神殿と呼ばれるものです。その聖霊様が、皆さんを導き、皆さんに力を与えられる方です。そして、皆さんになにがなんだか正しく示してくださる方であり、皆さんの見方、概念も全部変えてくださる方であり、条件、環境、状況と関係ない、まことの喜びを皆さんに与えられる方です。聖霊様のことを意識してください。もうひとりの助け主聖霊様のことを。聖霊様を意識するというのは、イエスの十字架の官僚の宣言、復活、天に昇られた、全部セットで一緒に入っている内容です。だから、よく聞いていらっしゃったと思いますが、そういう意味でどんなことがあっても天命は負けることはありません。だから、天命無敗というのです。そのことを確認して、私たちは、このような結論をしっかり出します。
天命の道を歩むことを感謝します。辛いことがあり、拒否されることがあり、冷たい風に当たることがありますが、私はあきらめることなく、後ろに後退せずに、天命の道を最後の最後まで全うしていきます。なぜかと言いますと、聖霊が導いていらっしゃるからです。だから、天命の道は、平安の道です。わたしがあなたがたに平安を残します。この世にあって、患難に預かるが、大胆でありなさい。わたしがもう世にすでに勝っているから。このヨハネ16：33を、天命の道を歩むクリスチャンとして、まことの平安の契約として、しっかりと固く握っていただきたいと思います。いろいろなことがあるでしょう。揺れないようにしてください。大胆であるようにしてください。最後の最後まであきらめてはいけません。あきらめるようなものではありません。何かがあればあるほど、また、あるたびに、この約束を思い出してください。もうひとりの助け主をあなたがたに送って、いまも注いでいるのです。患難に預かります。世から憎まれます。拒否されることもあります。まったく理解してもらえない道を歩いて行きます。そういうときにいつも思い出してください。人に理解してもらおうとせずに、聖霊がともにおられ、聖霊がこの天命の人生を導き全うさせてくださると。だから、この約束をしっかり握っているものは、平安を保つことができます。何も問題がないから平安になるわけではありません。皆が仲良く私たちのことを受け入れて認めるから、平安になるわけではありません。最初から、そういう期待などは捨ててください。そういう中で神様が備えられたたましいがいるから、それを私たちは探すだけであって、この世の中をすべてひっくり返すわけです。患難に預かります。反対されます。無視されます。それにもかかわらず、天命の道というのは、一心、全心、持続で歩いて行くものです。その姿勢を崩してはいいけません。使徒28：31、最後にこう書いてあります。パウロが刑務所の中にいましたが、だれも福音宣教を止めることはなかったと。使徒1：11には、イエス様が、あなたがたが見たときと同じ有様で、また来られる。再臨なさる。つまり、天命は確実にまっとうできるものです。マタイ24：14、この福音が全世界に宣べ伝えられてから、世の終わりの日が来る。福音宣教という天命は、誰も止められないものです。どんな迫害があっても、その絶対的な天命の道を皆さんは歩くようになりました。パウロは刑務所の中でこういうことも告白しています。ピリピ1：12を見ると、私が今経験していること、つまり、迫害を受けて刑務所に入れられたこの辛いことが、むしろ、福音の前進になっているのだと。天命を止められるものは何もありません。聖霊が皆さんとともに天命の人生を全うできるように完璧に導いていらっしゃるので、冷たい風そのすべてに打ち勝つことができるように、聖霊がともにおられることを覚えていて、平安を奪われることがないようにしましょう。平安を奪われると、突き進むことが難しいです。だから、平安を保つというのは、不安にならず揺れることなくというのは、天命を最後の最後まで一心、全心、持続で全うしていくということです。皆さんは、そのような祝福の存在であることを覚えて、天命のゆえに与えられる平安、天命はだれも奪うことができないので、聖霊をとおして必ず全うできるようになっているものなので、この天命を握り、天命の人生を歩くということで、皆さんの内側に与えられる平安をぜひ体験して味わっていただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。本当は滅びるしかなかった、地獄に行くしかなかった私たちを、主がキリストの血によってきよめられ、そして、狭い道でありますが、唯一のいのちの道である天命の人生を歩ませてくださることを感謝します。サタンは、これを邪魔するために、この世を取り上げ、私たちを攻撃しますが、覚悟の上で、しかし、揺れることなく一心、全心、持続ができる聖霊の導きの祝福をしっかりと味わうことができるようにひとりひとりを守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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